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du spinozisme en France au XIX^e siècle : panthéisme, spiritualisme, positivisme”、及びネブラスカ大学オ
マハ校の Halla Kim氏より“Locke and Fichte on the Act of Differentiating”を寄稿いただくとともに、当
研究室から以下の論文が掲載された。舟場教授 „Über den Pluralismus der konkurrierenden Interessen 
und den Prozeduralismus“、嘉目准教授 „Die Reziprozität der Perspektiven als ein Unterschied zwischen 











プが開催された。そこでは、以下の発表がおこなわれた。Naruhiko Mikado, “Non-relationaliry 





市民主義」（舟場保之）をおこなった。翌年 3月には論文 „Über den Pluralismus der konkurrierenden 
Interessen und den Prozeduralismus”（Philosophia OSAKA, Nr. 15 : 29-37）を刊行した。
嘉目准教授が 2019年 12月に論文「妥当要求の普遍性と発語内的否定―究極的根拠付けの新解釈
を求めて―」（『メタフュシカ』第 50号、pp.23-35）を刊行した。翌年 3月に論文 “Die Reziprozität der 


















ロシーディング論文の扱いを中心に―」（市田秀樹・中村征樹、『RI: Research Integrity Reports』4号：
pp.31-48）、論文「研究公正の現状をどう把握するか―質問紙を活用した研究公正調査の動向―」（中


































2019年 11月 4日、大阪大学豊中キャンパスにて、ESRC（Establishing a UK-Japan inclusive research 
























意思決定支援の在り方、2019/10）、「ケア関係のなかの暴力性」（The Korean Philosophical Society、











を考える会（第 127回）2020/1/19、山科）、「『共依存の倫理』第 6章：共依存と回復論②」（第 3
回＜ケア＞を考える会（京都・岡山）合同オンライン会 2020/7/5、山科）。
〔学生について〕
以下の大学院生が博士学位を取得した。小泉朝未「ともにあることを実現する身体の表現：アー
トプロジェクトの記述を通じた考察から」。
桂ノ口結衣院生は、下記の研究・社会活動を行った。口頭発表：「哲学対話に有益な「事例検討」
とは？（1）実践者の責任と哲学対話の吟味手法」（信州大学松本キャンパス、応用哲学会第 12
年次研究大会、2020/4/25※ covid-19の影響による見做し開催）。「哲学プラクティスの学びかた：
哲学プラクティショナーの『熟達』って ?」（Zoom、哲学プラクティス連絡会第 6回大会、
2020/9/5）。ワークショップ進行：「哲学プラクティスピアレビュー会」（Zoom、哲学プラクティ
ス連絡会第 6回大会、2020/9/5）。研究助成受賞：第 13回未来を強くする子育てプロジェクト、
スミセイ女性研究者奨励賞、「「子どもの哲学（P4C）」における哲学的事例検討の手法と有効性：
実施例の質的調査を通じて」。上廣倫理財団、令和元年度研究助成 B「「哲学対話」におけるスー
パーヴィジョンの方法論的有効性について」。
（小西）
